
 

 

 
 

        「協働的な学び」をめざして！ 
２月７日（水）木葉小がめざす授業の検証のために、3年生の算数の研究授

業（授業者：南教諭）を行いました。みんなで取り組んできた本年度最後の研究 

授業でした。木葉小では、先生や友達からいろんな知識やヒントを得て、次第によ

く分かってきたり、うまく解決できたりする授業＝“人と関わり合って、お互いに助け合

いながら学ぶ姿”をめざしています。社会の中で仕事をするとき、いつも１人でやっているわけではあ

りません。発言して話し合って理解したり、相談して問題を解決したりすることが多いのではないでし

ょうか。将来に生きる力として、協働性を育成するための「協働的な学び」をめざすのです。 

 

 

 

 

 

 

「みんなと学ぶ」「友達と学ぶ」「先生から学ぶ」姿が散りばめられた、来年度につながる素晴ら

しい３年生の授業でした。 

子供たちの姿で評価される学校に 
“地域と共にある木葉小学校”をめざし、保護者や地域の皆様に子供たちの学び 

の姿をご覧いただきたく、学習発表会（２月１６日）を実施しました。嘱託員配付日の 

日程の関係もあり、地区ごとのチラシの回覧が遅れたことをお詫びいたします。 

そんな中、２月２０日の熊本日日新聞で下の記事を発見しました。「子供たちの姿」を評価してい

ただいたものと感謝しています。もちろん職員の指導があることも忘れてはいけないと思っています。 

校長として、１つ１つの行事の度に 

「何か 木葉小って すごいな！」 

と感じさせてもらいます。発表会の様子 

は、木葉小学校の HPをご覧ください。 

どなたでも見ることができます。 
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